
　10年、20年と続く
　仕組みづくりを
　函館は江戸末期から、長崎、横浜などと並
んで国際貿易港として栄えたまちである。海
外に向かって開かれた要衝の地として、箱館
奉行所には幕府の研究教育施設「諸

しょじゅつしらべしょ

術調所」
が開設された。ここは列強諸国に対抗する
ため造船、鉄鋼、天文学、化学などを学ぶ拠
点となっていた。このように新しい学問や技

術を積極的に取り入れようとする進取の気性
は、現代にも受け継がれている。
　2008年、函館市開港150周年を翌年に控
え、函館圏において科学コミュニケーション
のネットワークづくりがスタートした。同じ年
の7月、その取り組みはJSTの科学技術コミュ
ニケーション推進事業「ネットワーク形成地
域型」の採択企画として3年間の支援を受け
ることになった。「科学を文化に！」をスロー
ガンに「サイエンス・サポート函館」を旗上げ

し、自治体、大学、研究機関などの参加機関
を中心とするネットワークで科学の魅力を分
かち合う大きな流れを作ろうという試みだ。
　サイエンス・サポート函館の活動は、次の
3本の柱が掲げられ、運営機関の公立はこ
だて未来大学を中心に、立体的に推進され
ている。
1. サイエンスフェスティバル
 「はこだて国際科学祭」
2. 人材育成 「はこだて科学寺子屋」
3. 日常的な活動を支える市民ネットワーク
　とウェブサイト「はこだて科学網」
　「大学の使命の一つに、地域への貢献があ
ります。地域で活動する個人や団体と連携
し、まちをデザインしていくのが、公立大学
である未来大学の役割だと考えています。サ
イエンス・サポート函館の活動構想に当たっ
ては10年、20年と持続させることを念頭に
置いて企画しました」と、サイエンス・サポー
ト函館の代表で公立はこだて未来大学シス
テム情報科学部の美馬のゆり教授は語る。

　活動を継続するために
　人の輪が欠かせない
　事業の一つ目の柱、はこだて国際科学祭
は、「科学をまちに出そう」を合言葉に、路

美馬 のゆり　みま・のゆり
公立はこだて未来大学システム情報科学部 教授

サイエンス・サポート函館 代表
電気通信大学学計算機科学科卒業。外資系コン
ピューター・メーカー勤務を経て、ハーバード大
学大学院インタラクティブ・テクノロジー専攻修
士号取得。東京大学大学院教育学研究科修士号
取得。博士（学術）。埼玉大学助教授、日本科学
未来館副館長などを歴任し現職。

学び続けるまちになる、科学が文化になるPart.2

科学技術コミュニケーション推進事業 ネットワーク形成地域型 国際交流都市函館の地域ネットワークを活かした科学文化の醸成

「はこだて国際科学祭」の開催風景。①子どもが主人公の実験教室「キッチンサイエンス」、②まちに繰り出して科学クイズにチャレンジする「サイエンスクイ
ズラリー」、③五稜郭タワー会場での科学屋台やサイエンスショー、④水産科学に関するオリジナルパネル展覧会「人間・海の資源ー科学技術は誰のもの？ー」、
⑤研究者から科学についての話を聞く「科学夜話」（サイエンスカフェ）など、多くの出展者によるバラエティー豊かなプログラムが催された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真提供：サイエンス・サポート函館）
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参加する人も、企画する側も
みんながハッピーになれる
継続の仕組みが大切です



面電車沿線の五稜郭地区、西部地区、湯の
川地区を開催エリアとして、観光施設や市民
会館、カフェ等を会場にイベントを実施して
きた。多数の出展協力により充実した内容
となり、２回目以降は参加者延べ１万人を超
えるようになった。
　「合言葉にもあるように、科学の魅力をよ
り多くの人たちと分かち合うためには、科学
祭自体が“まちに出ていくこと”が重要です。
特別な会場に足を運んでもらうのではなく、
自らが出かけるのです。多くの人が集まると
ころまで研究者が出向き、まちの中に科学
と触れ合える場を積極的に設けました」
　JSTの支援期間が終了した11年度以降、
はこだて国際科学祭は地域に根づきつつ
あり、参加者だけでなく出展者を増やしな
がら発展している。12年、科学祭のメイン
イベントである企画展では、科学者、アー
ティスト、ライター、写真家がチームとなり、

「人間・海の資源」と題した新しい水産科学
に関するオリジナルパネル展覧会を開催し
た。水産科学の研究開発を実施している大
学や研究機関と共催し、パネルの台を分担
して購入するなど、運営の工夫も行ってい
る。また、開港150周年事業で函館市のス
ポンサーとなった企業から継続的に協力を
得て、12年のテーマ「海・環境・はこだて」
にちなんだライブやキャラクターショーを
実施し、好評を博した。
　事業の二つ目の柱、人材育成の面では、
短期集中で行う科学コミュニケーションの
入門講座を実施してきた。科学祭と関連付
け、前後にワークショップを実施して受講
者等とイベントを作り上げる中、継続して
サイエンス・サポート函館の活動に携わろ
うという市民有志グループ「科学楽しみ隊」
が誕生した。

　事業の三つ目の柱、はこだて科学網で
は、商業施設での定期的なイベント開催の
ほか、地域のさまざまな催しへの出展要請
に対して科学イベントの実施が可能な出展
者とのマッチングを行っている。先述の「科
学楽しみ隊」や科学祭の出展者が地域の催
しにも出展するなど好循環を生んでいる。
　科学祭のコンテンツ発掘と市民への広報
に、人と情報のネットワークは欠かせない。
さまざまな人の輪が活動の継続につなが
り、参加者を「観る人」から「科学コミュニ
ケーションを仕掛ける人」へと変えていくこ
とが、科学を文化にする近道かもしれない。

　学びには
　「協働」や「継続」が大切
　「『学ぶ』ということは、個人の頭に知識を
ため込むだけではないのです。仲間と一緒
に活動する、誰かの役に立とうとして活動す
る中で、学びが生じます。異質なものと出会
い、協働し、社会的に意味のある活動に従事
することで、新しいことを学び、それが深い
理解につながっていくのです。こういった学
びの特性を生かした場をデザインすること
で、函館という地域全体で、学び合いが生じ
ていきます。そのために、自治体、大学、市
民のネットワークを築いてきました。
　またこのことは、次の世代の人材を育て

ることにもつながります。活動を継続するこ
とで、参加者だけでなく、出展者や運営側
にも学び続ける機会を提供することになる
のです。それが科学が文化になるというこ
となのだと思います」と美馬さんは語る。
　サイエンス・サポート函館の次なるステッ
プは既に始まっている。「今後は特に事業
の三つ目の柱、科学網の充実に力を注いで
いきたい」と話すのは、公立はこだて未来大
学特別研究員、サイエンス・サポート函館の
コーディネーター金森晶作さんだ。
　「函館市では産学官の連携で『国際水産・
海洋都市構想』が進められており、拠点とな
る研究センターが２年後にオープンします。
その中核組織がサイエンス・サポート函館
に加わり、連携は密になっています。水産・
海洋の研究にとどまらず、広く市民とその内
容や魅力を共有する仕組みを作ろうと新し
い企画を練っているところです」と、金森さ
んは今後の活動にも意欲的だ。
　サイエンス・サポート函館のコーディネー
トによって、このまちには「科学を文化に」
の人の輪が形づくられている。

特集2: 地域に作ろう、科学技術の輪

TEXT：浅川仁／PHOTO：久高友昭、近藤久典

公立はこだて未来大学特別研究員の金森 晶
作さん。北海道大学大学院環境科学院博士後
期課程修了。博士（環境科学）。北海道大学科
学技術コミュニケーター養成ユニット修了生。
2008年からサイエンス・サポート函館のコー
ディネーターとして活動全体の実務を取り仕
切っている。

【左図】「はこだて国際
科学祭」の過去4回の
会場。路面電車沿線の
三つのエリアに複数の
会場を設置し、市内全
体でイベントを盛り上
げた。

【右図】過去4回の科学
祭入場者数、開催プロ
グラム数、出 展・共催
組織数。人口28万人の
函館市で延べ1万人が
入場する催しとして定
着した。

12,000

10,000

8,500

11,000

12,000 12,000

入場者数
（延べ人数）

これまでの入場者数、開催プログラム数ほかの比較

8,000

6,000

4,000

2,000

0

25

20

15

10

5

19

27

22

開催
プログラム数

0

37

53 52

出展・共催
組織数

0

10

20

30

40

50

60

70

２
０
０
９
年

２
０
１
０
年

２
０
１
１
年

２
０
１
２
年

２
０
０
９
年

２
０
１
０
年

２
０
１
１
年

21

２
０
１
２
年

２
０
０
９
年

２
０
１
０
年

２
０
１
１
年

67

２
０
１
２
年

■「はこだて国際科学祭」の開催会場と入場者数等の実績

●：これまでの開催会場 入場者数、開催プログラム数、共催・出展組織数の推移




